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２方向Ｈコイル間角度計測方法及び２方向Ｈコイル間角度計測装置 

技 術 分 野  利 用 分 野 ・ 適 用 製 品  技 術 情 報  
■電 機・電 子   □機 械・加 工 

□情 報・通 信   □化 学・薬 品 

□有 機 材 料   □無 機 材 料 

■金 属 材 料   □輸 送 

□食 品・バイオ   □生 活・文 化 

□土 木・建 築   □繊 維・紙 

□農林・畜水産   □医 療・介 護 

□そ の 他（      ） 

・2 次元ベクトル磁気センサ（2 方向 H コ

イル）の校正 

・磁気特性測定 

・ベクトル磁気特性可視化装置 

・各種電気機器 

（モータ、発電機、アクチュエータ等） 

詳 細 資 料：□有 ■無 

サ ン プ ル：□有 ■無 

見 学：■可 □不可 

実 施 権 許 諾 実 績：□有 ■無 

事 業 化 実 績：□有 ■無 

そ の 他： 

 

従 来 技 術 の 課 題 ・ 問 題 点 等  

対象とする磁気センサの校正は、均一磁界を発生する長さ 2ｍを超えるソレノイドコイル（直径 145mm 程

度）の内部中央での磁気計測となる。 

校正は、直交するように巻かれた２軸のコイルの角度の振れ（直交からのずれ）を計測し、補正値を求め

る。 

従来は、光の反射光を利用した角度計測法であり、高精度測定が困難であった。 

本 発 明 により解 決 したポイント  

本発明の変位センサを用いる計測手法により、デジタルで高精度な評価（校正）を可能にする。 

技 術 の 概 要 （ 構 造 ・ 動 作 等 ）  

θ
計測軸

   

 
 
2 方向 H コイルの計測軸のなす角（θ）を求めて、補正係数を算出する。 
※計測軸が 90°になるように製作するが、90°±α°の個体差が発生する。個体差を無くすた

めに個々のセンサの補正係数を算出する。 
図 ・ 写 真 ・ 特 記 事 項 等  
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図１  2 次元ベクトル磁気センサ 

（2 方向 H コイル）イメージ 
図２  2 軸直交度評価機構の概念図  
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※試験中は本体をソレノイドコイルに挿入 


